
企業理念実践の軌跡
JSRは、リーディングテクノロジーカンパニーとして、時代の変化とニーズに対応し、社会へインパクトを示しながら事業ポートフォリオを最適化してきました。

40億円
505億円

1,657億円 1,820億円
3,382億円 3,410億円

2022年4月事業譲渡完了
エラストマー

ライフサイエンス
検査・診断用試薬（IVD）

バイオプロセス材料（BPM）

CDMO CRO

エッジコンピューティング関連
耐熱透明樹脂

フォトレジスト

耐熱透明フィルムコーティング材

NIR（近赤外線）カットフィルタ

ディスプレイ材料
配向膜・保護膜 着色レジスト 感光性スペーサー

半導体材料

めっき用厚膜
フォトレジスト

CMP/ 洗浄剤

KrF EUV

感光性絶縁材料（WPR）

ArF（ドライ） ArF（液浸）

合成樹脂
めっき用材料PLATZON® きしみ音対策材HUSHLLOY® 高発色性材料VIVILLOY®

事業を通じた社会への貢献（インパクト）

たとえば、自動車の普及に
1960年に合成ゴムの国産化を実現
し、モータリゼーションの発展に寄与。
また、内装材に合成樹脂が採用され、
自動車の快適性にも貢献しています。

たとえば、電子機器の拡大に
半導体製造に使用されるフォトレジ
ストの微細化により、高性能な電子
機器開発が可能となり、情報通信産
業の発展に貢献しています。

たとえば、液晶テレビの全盛期に
培ってきた高分子技術を活かし、液
晶ディスプレイの高輝度、高精彩に
貢献する豊富なラインナップを開発。
薄型テレビの普及に貢献しました。

たとえば、バイオ医薬品開発で
JSR独自のポリマー粒子を用いた担
体「プロテインAアフィニティ」を開
発。バイオ医薬品の製造において生
産性向上に貢献しています。

事業ポートフォリオの変化（円の大きさは売上高のイメージ） ■ エラストマー　■ 合成樹脂　■ デジタルソリューション　■ 合成樹脂＆デジタルソリューション　■ ライフサイエンス　■ その他
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経営方針・戦略 価値創造を加速する源泉 データセクション 03JSRレポート 2023 価値創造




